
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ガ
ソ
リ
ン
で

単
価
が
決
ま
る

行
楽
地
）
（
久
し
ぶ
り

笑
顔
で
ご
ま
か
し

名
前
出
ず) 

（
ダ
イ
エ
ッ
ト

思
わ
ぬ
成
功

夢
の
中
）
（
さ
あ
や
る
か

昼
か
ら
や
る
か

も
う
五
時
だ
）

内
で
の
開
催
と
な
り
、
ホ

テ
ル
湯
元
を
会
場
に
行
わ

れ
た
。

矢
島
議
長
は
開
催
に
あ

た
り｢
連
合
本
部
の
大
会

を
終
え
、
こ
れ
か
ら
連
合

新
潟
定
期
大
会
と
な
る
。

27
日
の

25
回
地
協
総
会

に
向
け
た
議
案
審
議
と
な

る
が
、
連
合
運
動
へ
の
参

加
が
積
極
的
に
進
む
よ
う

に
し
た
い｣

等
を
挨
拶
で

述
べ
た
。

先
ず
会
議
で
は
、
第

12
回
幹
事
会(

９
月

25

日)

以
降
の
主
要
日
程
を

確
認
し
た
。
続
い
て
、
機

関
会
議
関
係
を
確
認
し
た

他
、

10
月
４
日
に
開
催

し
た｢

２
０
１
５
ワ
ー
ク

＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

in

長
岡｣

は
、
第
１
部
が
２

９
８
名
、
第
２
部
が
１
６

５
名
の
参
加
が
あ
っ
た
と

報
告
さ
れ

た
。
ま

た
、

10
月
３
日
に
行
っ
た｢

第

19
回
柿
川
に
親
し
む
会｣

は
４
コ
ー
ス
の
歴
史
探
訪

を
し
、
戦
災
資
料
館
で
空

襲
体
験
講
和
と
館
内
見
学

の
報
告
が
あ
っ
た
。

審
議
事
項
で
は
、
総
会
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審
議
を
各
支
部
持
ち
回
り

で
開
催
し
て
い
る
。

今
年
は
、
北
魚
沼
支
部

連
合
中
越
地
協
は
、
３

地
協
統
合
以
降
毎
年
こ
の

時
期
に
総
会
議
案
の
議
案
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ら
行
っ
た
。

委
員
会
で
は
、

10
月

以
降
の
活
動
報
告
を
確
認

し
た
ほ
か
、
連
合
中
越
地

協
第

25
回
定
期
総
会
へ

の
対
応
と
連
合
中
越
第

10
回
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員

会
総
会
の
役
割
等
を
確
認

し
た
。

そ
の
後
、
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト

委
員
会
総
会
議
案
書
製
本

と
代
議
員
証
の
発
送
作
業

を
全
委
員
で
行
っ
た
。

大
会
後
に
は
、
新
潟
県

副
知
事
を
は
じ
め
連
合
新

潟
推
薦
議
員
等
を
交
え
た

記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
盛

会
に
行
わ
れ
た
。

連
合
中
越
地
協
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
委
員
会
は
、
今
年

度
最
後
と
な
る
第

12
回

委
員
会
を

11

月

10

日

(

火)

午
後
６
時

30
分
か

差
拡
大
と
ラ
ン
ク
や
人
事

院
勧
告
等
に
つ
い
て
発
言

が
述
べ
ら
れ
た
。

後
段
で
は
、

16
・
17

年
度
の
連
合
新
潟
役
員

43
名
が
満
場
の
拍
手
で

選
出
承
認
と
な
っ
た
。
ま

た
、
今
回
の
役
員
体
制
で

は
、
連
合
新
潟
第
４
次
男

女
平
等
推
進
計
画
に
よ

り
、

20
年
ま
で
に
女
性

参
画
率

30
％
を
め
ざ
す

こ
と
か
ら
、
２
名
の
女
性

枠
副
会
長
と
５
名
の
女
性

枠
執
行
委
員
が
選
出
さ
れ

前
進
し
た
。

終
盤
で
は
、
小
谷
野
副

会
長(

元
連
合
中
越
地
協

女
性
委
員
長)

を
は
じ

め
、
退
任
さ
れ
た
８
名
の

役
員
か
ら
挨
拶
が
さ
れ
述

べ
ら
れ
、
最
後
に
は
、
齋

藤
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
で
閉
会
し
た
。

当
面
す
る
支
部
活
動
、
Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
第

10

回
総
会
関
係
に
つ
い
て
決

定
し
た
。

続
い
て
、
第

25

回
定

期
総
会
議
案
の
審
議
と
な

り
、
議
案
書
の
構
成
と
報

告
内
容
、
決
算
・
予
算
の

審
議
し

16
日
の
審
議
を

終
え
た
。
夕
食
懇
談
会
で

は
、
山
本
北
魚
沼
支
部
長

を
交
え
て
、
支
部
活
動
や

各
産
別
単
組
な
ど
の
課
題

を
含
め
た
意
見
交
換
が
有

意
義
に
行
わ
れ
た
。

17
日
は
、
８
時

30
分

か
ら
審
議
を
再
掲
し
、
あ

ら
た
め
て
報
告
に
関
す
る

事
項
、
２
０
１
６
年
度
重

点
課
題
、
各
専
門
部
関
係

等
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

確
認
し
た
。

け
取
り
組
む｣

等
と
挨
拶

が
あ
っ
た
。

大
会
で
は
、
運
輸
労
連

ア
オ
シ
運
輸
労
組
か
ら
労

働
委
員
会
報
告
と
裁
判
闘

争
へ
の
支
援
、
自
治
労
厚

生
連
労
組
か
ら
不
当
労
働

行
為
の
状
況
報
告
、
ま

た
、
自
治
労
か
ら
は
地
域

別
最
低
賃
金
に
お
け
る
格

議
案
関
係
以
外
と
し
て

｢

全
て
の
県
民
が
生
活
困

窮
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｣

関
係
、

各
支
部
総
会
日
程
関
係
、

連
合
新
潟
第

25
回
定

期
大
会
が
、

11
月
５
日

(

木)
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
、
県
内
各
地
か
ら

代
議
員
等
２
０
０
名
弱
が

出
席
し
た
。

齋
藤
会
長
は
挨
拶
で

｢

２
０
２
０
年
、
１
０
０

０
万
連
合
実
現
に
向
け
組

織
拡
大
を
最
優
先
に
取
り

組
む｣｢

男
女
平
等
参
画｣

｢

安
心
社
会｣

｢

社
会
運
動｣

｢

政
治
課
題｣

の
５
点
に
つ

い
て
考
え
を
述
べ
た
。
ま

た
、
来
賓
と
し
て
、
木
村

連
合
本
部
副
事
務
局
長
か

ら
は｢

対
話
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、

職
場
か
ら
の
共
感
、
社
会

か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
を
果

た
す
よ
う
格
差
是
正
に
向
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連
合
中
越
地
協
第
13
回
幹
事
会
開
催

25
回
定
期
総
会
に
向
け
た
議
案
審
議

議
案
審
議
と
あ
わ
せ
て
北
魚
沼
支
部
長
と
意
見
交
換

連
合
新
潟
第

25
回
定
期
大
会

役
員
体
制
確
立
し
16
年
度
運
動
を
ス
タ
ー
ト

連
合
中
越
地
協
第
13
回
幹
事
会
が
、
10
月
16
日

(

金)

か
ら
17
日(

土)

に
か
け
て
、
北
魚
沼
支
部
内

で
第
25
回
定
期
総
会
議
案
審
議
な
ど
を
中
心
に
開

か
れ
た
。
ま
た
、

16
日
夜
に
は
、
山
本
北
魚
沼
支

部
長
等
と
意
見
交
換
が
持
た
れ
た
。

Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

年
度
最
終
委
員
会
開
催

横
浜
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
傾
斜

し
て
い
る
問
題
で
、
基
礎
工
事

の
デ
ー
タ
を
改
ざ
ん
し
問
題
を

隠
匿
し
て
い
た
こ
と
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
結
果
を

生
ん
だ
原
因
が
あ
る
の
だ
と
考

え
ま
す
。
改
修
す
る
工
期
を
与

え
ら
れ
て
い
な
い
。
今
日
の
耐

震
耐
火
の
法
規
制
が
厳
し
く
、

こ
の
よ
う
な
資
料
の
作
成
に
時

間
を
と
ら
れ
、
工
事
自
体
の
監

視
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
作
業
が
増
え
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
企
業
が
増
員
し
な

い
等
々
…
▼
私
の
業
務
は
電
子

部
品
の
開
発
で
す
が
、
今
日
の

開
発
業
務
で
も
当
然
の
事
な
が

ら
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
こ
そ
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
付
帯
す
る

業
務
に
追
わ
れ
、
似
た
よ
う
な

事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
体

や
地
球
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す

規
制
物
質
の
調
査
、
事
故
防
止

に
関
す
る
資
料
作
成
等
々
…
。

実
際
の
物
作
り
に
関
す
る
時
間

が
か
な
り
割
か
れ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
▼
こ
の
よ
う
な
事

は
ど
の
よ
う
な
業
種
で
も
起
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
早
急
に
企
業
に
対
策
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
要
望
し
こ
の

よ
う
な
事
故
が
起
き
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
▼
こ
れ
は
デ
ー
タ
の
改

ざ
ん
や
不
正
な
ど
が
無
く
な
り

企
業
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で

あ
り
、
私
達
労
働
者
に
と
っ
て

も
実
動
労
時
間
の
短
縮
、
ワ
ー

ク
＆
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

副議長

小堺宏彦≪№196≫

   東蔵王２
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
賞
味
期
限

切
れ
て
ゴ
ロ
ン
と

濡
れ
落
ち
葉
）
（
上
役
と

妻
の
小
言
が

胃
に
た
ま
る
）
（
い
つ
も
よ
り

口
数
多
く
て

嘘
が
バ
レ
）
（
厚
化
粧

落
ち
て
夫
婦
の

秋
を
知
る)
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連合小千谷支部だより

★１１／１３（金）労福協の活動として実施致しました「第１回チャリティー
コンペ in 小千谷ＣＣ」について報告いたします。

小千谷地区でのチャリティーコンペは、今回が初めての開催となります。小
千谷地区労福協加盟会員を中心に、チャリティー募金による社会貢献や産別・

組合員相互のコミュニケーションを目的として開催いたしました。

当日は天候にも恵まれ、暖かい秋晴れの中、楽しく交流をはかることができ
ました。

また、参加者からいただいたカンパ金については、日本赤十字「平成２７年
台風１８号等大雨災害義援金」に寄付をいたしました。

今後も労福協として、楽しく社会や地域に貢献できるような活動を展開して

いきたいと考えております。                          

★１１／１４（土）に行いました連合小千谷支部による、東京電力（株）柏崎刈羽
原子力発電所の視察につきまして報告致します。

当日は１８名の参加となり、まず最初

に柏崎刈羽発電所の概要と安全対策につ
いて説明を頂きその後、大人班はバスに

乗り発電所構内の見学へ、子供班は電気
工作やクイズラリー等を楽しみました。

構内見学では、安全対策を行った海抜

約１５mの高さが有る防潮堤や電源車等
を見学し、最後に４号機内の中央制御室
や原子炉フロア等を視察しました。

東日本大震災の教訓と反省を踏まえた対策を行っており、今回の視察で

は原子力発電の安全性についてより理解することが出来ました。


